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はじめに・・・自己紹介
生まれ：1967年8月 南相馬市（旧原町市）

仕事歴：1990年 原町市役所入職 教育委員会体育振興課国体係

税務課資産税係

用地住宅課用地係

農政課農業振興課係

産業課農政係

農業委員会次長（震災時）

放射線対策課農地除染係長

農地除染課係長（2014年4月 休職）

組合歴：2002年 自治労福島県本部中央執行委員（休職2年間）

2004年 原町市職労執行委員長・南相馬市職労委員長（計5年間）

2009年 相双地域連合・原町地区連合議長（4年間）

2013年 連合福島副事務局長（3年間 休職3年間）

2016年 自治労福島県本部書記長（2年目 休職中）
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3
60,980人（住民基本台帳平成30年3月31日）

震災時の平成23年3月11日現在では71,561人
平成27年国勢調査を基に異動人数を加減した現住人口は

平成30年4月1日現在54,714人
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平成26年

12月28日 0:00 特定避難勧奨地点を解除
平成28年
7月12日 0:00 避難指示解除準備区域、居住制限区域を解除



○南相馬市は震度６弱

・地震による家屋被害

全 壊 １０５世帯

大規模半壊 ９１世帯

半 壊 ９５６世帯

一 部 損壊 ２，５２７世帯

○津波到達と大きなダメージ

・死 者 １，１４４人

（うち震災関連死 508人）

・津波による家屋被害

全 壊 １，１６５世帯

大規模半壊 ８３世帯

半 壊 １７１世帯

一 部 損壊 ９７世帯

2011.3.11 14:46発災
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被災した市民への対応

３月の人事異動は凍結！！

３月３１日で定年退職予定だった職員は３か月間雇用延長！！

市職員の勤務条件

項目 震災前 震災後

勤務時間 ８：３０
～１７：１５

７：００～１９：００
※所属長の判断で交代制で２４時間勤務もあり

休み 週休２日(土日) 週休１日（交代制）

○避難所の開設

市内のあらゆる公共施設等約
４０か所が避難所に

２０１１年１２月末まで開設
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原発が爆発した！
３月１２日 １８：２５ 福島第一原発から半径２０ｋｍ圏内の住民に避難指示

３月１５日 １１：００ 福島第一原発から半径２０～３０ｋｍ圏内の住民は屋内退避の指示
４月２１日 １１：００ 福島第一原発から半径２０ｋｍ圏内を警戒区域に指定
４月２２日 ９：４４ 福島第一原発から半径２０～３０ｋｍ圏内の屋内退避を解除し、

計画的避難区域及び緊急時避難準備区域を設定

l 原発からの距離（～２０ｋｍ、２０～３０ｋｍ、３０ｋｍ～）に
よって、市内が３つの地域に分断されてしまった。

奇しくも
合併前の３
市町の境と
ほぼ符
合！！
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放射能という得体の知れないもの

見えない

臭いもない

事前の知識も全くない

原発の状態はテレビで知る

不確かな

情報に右往
左往！！
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市内の混乱

マスコミは避難

民間業者も避難

市民も徐々に自主避難

市内に食料やガソリン等物
資が入ってこなくなり、市
民生活はパニックに！

○市職員の役割

屋内退避のなか、り災証明発行のための被害家屋調査

離れ家畜の捕獲と殺処分

ガソリンの供給

身元不明遺体の火葬 等々・・・
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集団避難の決断

○３月１５日～２５日

市はバスで市民の集団避難（群
馬県、新潟県、長野県）を誘導

約７万人の人口は約１万人に
まで減少
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様々な分断

市民の集団避難に伴い、
各職場から同行する職
員を募った。

行くも地獄・残るも地獄

職場
の分断

家族は避難させた。

しかし、自分は仕事の
ため残らなければ・・

市職員も被災者

家族
の分断
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心の分断

○例えば義援金受付の場合・・・

マスコミから義援金支給のプレスリリース

（市役所には詳細な情報が届いていない）

わからないと答えると激しく叱責・・・

（市職員が市民のストレスの受け皿になっていた）

市民からの問い合わせ

（当然市役所は知っていると思っている。）

根底には地域の分断（原発からの距離）によって支援の程
度に差ができ、市民が大きなストレスを負ってしまったこ
とがある。→ 心の分断
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まだ続いていいる復旧・復興業務
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南相馬市ホームページより



職員（組合員）数の推移

組合員（労働組合に加入している職員）
２０１０年 ７５４人（震災前）
２０１１年 ６６９人（震災前比 －８５人）
２０１２年 ６８３人（震災前比 －７１人）
２０１３年 ７２２人（震災前比 －３２人）
２０１４年 ７５２人（震災前比 －２人）
２０１５年 ７４８人（震災前比 －６人）
２０１６年 ７５９人（震災前比 ＋５人）
２０１７年 ７８８人（震災前比 ＋３４人）

震災前とほぼ同程度の人員で通常業務と復興業務を
やっている！！
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止まらない早期退職
○2012.2.25日（土）毎日新聞記事より

『南相馬市の早期退職者 １割を超える１０１人に』

今年度の市職員の早期退職者が、全職員の１割を超え
る１０１人に上ることが分かった。

市によると、前年度（２１人）の約５倍。
看護師など医療職が６８人、一般行政職では３３人と
のこと。

市長は、「職員に負担がかからない態勢を作る」と述
べ、人員増を図る考えを明らかにしているという。

19



深刻なメンタル疾患・早期退職者（１）

自治労福島県本部調査より
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

早期退職者 434 173 249 263 341 422 172 199 

メンタル疾患休職者 232 61 75 131 154 93 191 203 

新規採用者 809 901 737 881 849 900 1012 971

行政支援者 315 445 355 423 378 274 342 
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深刻化するメンタル疾患・早期退職者（２）

自治労福島県本部調査より
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深刻化するメンタル疾患・早期退職者（３）

自治労福島県本部調査より
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そのとき労働組合は・・・

労働組合とは・・・

l 労働者の連帯組織であ
り、誠実な契約交渉の
維持・賃上げ・雇用人
数の増加・労働環境の
向上などの共通目標達
成を目的とする集団で
ある。その最も一般的

な目的は、「組合員の
雇用を維持し改善する
こと」である。

公務員が組織する労働組
合のひとつ

全日本自治団体労働組合
（自治労）

南相馬市職員労働組合
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南相馬市職員労働組合の取り組み

震災の年度（2011年度）の主な取組

○人員確保の取り組み

○震災対応に係る勤務体制に対する取り組み

○超過勤務手当支給に対する取り組み

○職員の健康問題(メンタル含む)に対する取り組み
○職員の県外避難所派遣に対する取り組み

○病院職場を守る取り組み

○自治労復興支援活動への取り組み
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南相馬市の主な復興状況①

○市民の居住状況 （2018.4.1現在 ５４，７１４人）

（★参考：2011.3.11 ７１，５６１人）
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南相馬市の主な復興状況②
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南相馬市の主な復興状況③
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最後まで残るのは放射線対策
○主な放射線対策

・内部被ばく検診

（ホールボディカウンター）

・ガラスバッジ貸与

・簡易線量計の配布

・食品放射線検査

・空間線量モニタリング

・大気浮遊じんモニタリング

市民の健康不安を取り除く明確
な答えがないため、市は可能な
限りデータを集め、公表し、安
全かどうかは個人の判断にゆだ
ねるしかない！
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広報みなみそうま５月１５日号より



復興の加速化と新たな問題

・震災の風化と風評被害

・住民の「こころ」の復興

・止まらない人口減少

・地域の働き手・担い手不足

・伝統・文化・自然の継承

・荒れる土地（農地等）

・増える有害鳥獣

・復興事業終了後の地域経済の衰退

・・・・等々
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｢みんなでつくるかがやきとやすらぎのまち南相馬｣をめざして

分断されてしまった地域 南相馬市復興総合計画

原発事故によって分断されてしまった地域、コミュニティ
の復活が南相馬市の復興には最重要と考える。
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避難区域（平成29年4月1日時点） 避難区域（平成23年4月22日時点）
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避難区域の変遷

【福島県ホームページより】
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おわりに

ご清聴ありがとうございました。

相馬野馬追祭（世界最大の馬事祭り）

7月28日(土),29日(日),30日(月)

是非、福島県・南相馬市にお越し
下さい。

被災地では、皆さんの若い力が
必要！


